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町
政
を
問
う

一般質問今回４名が質問し、
　　その要約を掲載しました。
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　・甲状腺エコー検査について

　・子供医療費について

　・高齢者健診について
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　・七会中校舎利用について

　・住民投票について

　

南　條　　　治　議員‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18

　・生活道路の整備

　・黒澤止幾の生家について

　・環境センターについて

　・山桜の件について

　

河原井　大　介　議員‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19

　・行政組織再編について

　・子ども議会について
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藤

咲　
福
島
第
一
原

発
事
故
は
、
い
ま
で
も

重
大
な
災
害
を
残
し
て

い
る
。
新
聞
に
「
福
島  

甲
状
腺
が
ん
確
定
１
１

６
人
」
と
報
道
さ
れ
た
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
例

に
あ
る
通
り
、
放
射
線

に
よ
る
健
康
被
害
は
長

い
時
間
を
か
け
て
現
れ

る
。
30
年
経
っ
た
今
も
、

内
分
泌
系
、
代
謝
系
、

免
疫
系
疾
患
、
造
血
器

官
の
疾
病
、
先
天
性
異

常
な
ど
で
苦
し
ん
で
い

る
人
が
い
る
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
専
門
家
は
、
Ｕ

Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
が
明
確

な
相
関
関
係
が
認
め
ら

れ
な
け
れ
ば
被
害
を
認

め
よ
う
と
し
な
い
こ
と

を
批
判
し
て
い
る
。

　

放
射
能
被
害
に
対
す

る
不
安
は
大
き
い
。
そ

れ
の
払
拭
は
町
政
の
義

務
で
あ
る
と
思
う
。
ち

な
み
に
エ
コ
ー
検
査
の

財
源
は
国
の
復
興
特
別

交
付
金
で

手
当
て
さ

れ
る
。
特

定
被
災
地

方
公
共
団

体
な
ら
放

射
能
濃
度

に
関
係
な

い
と
国
の

担
当
者
は

答
え
て
い

る
。
財
政

的
な
懸
念

は
必
要
な

い
。
町
長

の
決
断
を

聞
き
た
い
。

町

長　

県
内
で
９
市

町
村
が
実
施
し
て
い
る
。

財
政
的
負
担
が
心
配
だ

っ
た
が
、
復
興
特
別
交

付
税
で
措
置
さ
れ
る

と
な
れ
ば
、
研
究
し
て

い
き
た
い
。
省
令
で

１
０
０
％
措
置
が
確
認

さ
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。

藤
ふじ さ く

咲　芙
ふ み こ

美子　議員

《町長》	検査以外の内容も含め確認し検討する。

甲状腺エコー検査について

子
供
医
療
費
に
つ
い
て

《
町
長
》

限
ら
れ
た
財
源
を
安
定
的
に
施
行
で
き
る
よ

う
研
究
し
て
い
く
。

藤

咲　

城
里
町
で
は

医
療
福
祉
費
支
給
制
度

で
中
学
卒
業
時
ま
で
の

無
料
化
を
実
施
し
て
い

る
が
、
一
医
療
機
関
月

２
回
ま
で
６
０
０
円
の

窓
口
負
担
が
必
要
で
、

完
全
無
料
化
と
は
言
え

な
い
。
緊
急
、
家
庭
事

情
を
考
慮
し
た
場
合
、

完
全
無
料
化
が
必
要
で

は
な
い
か
。

町

長　

限
ら
れ
た

財
源
の
な
か
で
順
次
子

育
て
支
援
策
を
拡
充
し

て
い
く
か
だ
が
、
こ

の
件
は
研
究
し
て
い

き
た
い
（
保
険
課
長

「
２
２
０
０
万
円
増
」
と

答
弁
）。

高
齢
者
健
診
に
つ
い
て

《
町
長
》

今
回
は
補
助
額
を
引
き
下
げ
、
補
助
対
象
人
数
を
増
や
し
た
。

藤

咲　

75
歳
以
上
の

方
の
健
診
が
５
項
目
の

み
で
、
特
定
健
診
の
項

目
を
受
診
し
よ
う
と
す

る
と
、
１
７
５
０
円
の

自
己
負
担
と
な
る
の
は

不
公
平
で
あ
る
。

　

人
間
ド
ッ
ク
の
75
歳

以
上
の
方
だ
け
が
全
額

自
己
負
担
に
な
っ
て
い

る
の
は
高
齢
者
に
対
す

る
差
別
だ
。
是
正
を
求

め
た
い
。

町

長　

近
隣
市
町
村

の
動
向
や
財
政
状
況
を

踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

（
保
険
課
長
「
近
隣
で
は

17
市
町
村
が
無
料
で
実

施
」
と
答
弁
）

城里町の大切な子供たち
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三

村　

七
会
中
学
校

跡
地
に
、
支
所
や
公
民

会
等
の
公
共
施
設
を
統

合
し
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

と
グ
ラ
ン
ド
を
整
備
し

て
Ｊ
２
の
水
戸
ホ
ー
リ

ー
ホ
ッ
ク
を
誘
致
し
た

い
と
の
事
だ
が
、
事
業

の
効
果
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

町

長　

プ
ロ
サ
ッ
カ

ー
球
団
が
入
っ
て
く
る

こ
と
に
よ
り
、
新
し
い

人
の
流
れ
も
生
ま
れ
る
、

そ
う
し
た
中
で
七
会
地

区
だ
け
で
な
く
城
里
町

全
体
の
活
性
化
や
Ｐ
Ｒ

に
も
繋
が
る
と
思
う
。

大
ま
か
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
平
成
28
年
度
で

計
画
を
煮
詰
め
、
平
成

29
年
度
に
本
格
的
な
工

事
を
行
い
平
成
30
年
度

に
は
施
設
と
し
て
活
動

を
開
始
し
た
い
。

三

村　

校
舎
の
改
築

や
グ
ラ
ン
ド
整
備
の
予

算
は
ど
れ
く

ら
い
に
な
る

の
か
。
ま
た

手
当
て
を
す

る
た
め
の
整

備
資
金
は
ど

の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の

か
。

町

長
　

あ
る
程
度

の
幅
を
持
っ
て
言
う

と
1
億
5
千
万
円
か

ら
2
億
5
千
万
円
ぐ

ら
い
と
見
込
ん
で
い

る
。
整
備
資
金
に
つ
い

て
は
、
7
割
の
交
付
税

措
置
の
あ
る
合
併
特
例

債
を
活
用
し
た
い
。
ま

た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
か
ら
助
成
金

を
い
た
だ
け
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。
仮
に
、

2
億
5
千
万
円
か
け
る

と
し
て
町
の
自
己
負
担

額
は
6
千
７
百
万
円
程

度
に
な
る
見
込
み
だ
。

七会中学校跡地利用に
関する活用構想
《町長》	城里町全体の活性化やＰＲにも繋が

っていく。三
み む ら

村　孝
た か の ぶ

信　議員

常
設
型
住
民
投
票
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

《
町
長
》

原
案
を
た
た
き
台
に
し
て
議
論
し
て
も
ら
い
た
い
。

静まり返った空き校舎

広々としたグランド

三

村　

条
例
の
制
定

化
に
向
け
た
町
長
の
基

本
的
な
考
え
方
は
。

町

長　

選
挙
に
よ
り

行
政
の
長
が
選
ば
れ
た

後
に
重
要
な
課
題
が
提

示
さ
れ
る
事
が
あ
る
。

こ
の
場
合
に
住
民
の
意

見
を
直
接
聞
く
機
会
が

あ
る
の
は
有
意
義
だ
。

三

村　

投
票
の
資
格

者
、
請
求
要
件
投
票
の

期
日
、
成
立
要
件
は
。

町

長　

18
歳
以
上
の

町
民
に
な
る
。
住
民
投

票
の
請
求
に
は
、
50
分

の
1
の
署
名
が
必
要
に

な
る
。
期
日
は
毎
年
11

月
の
最
終
日
曜
日
に
そ

の
年
の
分
を
纏
め
て
実

施
し
た
い
。
成
立
要
件

に
つ
い
て
は
、
投
票
資

格
者
の
3
分
の
1
以
上

の
投
票
率
と
し
た
い
。

今
回
は
議
案
と
し
て
提

出
し
て
い
る
訳
で
は
な

い
の
で
、
議
会
に
中
で

も
、
こ
れ
を
た
た
き
台

に
し
て
議
論
し
て
も
ら

い
た
い
。
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南

條　

緊
急
車
両
が

ス
ム
ー
ズ
に
円
滑
に
活

動
で
き
る
事
が
安
心
安

全
に
繋
が
る
真
の
ま
ち

づ
く
り
と
考
え
る
が
。

町

長　

緊
急
車
両
の

通
行
に
支
障
の
あ
る
路

線
、
中
型
以

上
の
車
両
が

通
行
で
き
な

い
路
線
は
、

「
町
内
40
路
線
」

消
防
署
確
認
、

地
域
の
意
見

な
ど
真
摯
に

耳
を
傾
け
、
救
急
病
院

等
の
な
い
現
在
の
城
里

町
。
緊
急
車
両
が
速
や

か
に
通
行
で
き
る
道
路

の
整
備
は
非
常
に
重
要
。

積
極
的
に
補
修
や
改
良

を
進
め
た
い
。

南

條　

居
宅
１
０
９

平
方
メ
ー
ト
ル
を
北
方

在
住
の
大
沢
敏
夫
様
か

ら
、
土
地
８
０
７
平
方

メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
は
、

錫
高
野
の
桂
ヶ
丘
開
発

㈱
様
よ
り
御
寄
附
を
い

た
だ
い
た
が
、
町
と
し

て
の
考
え
、
教
育
委
員

会
の
今
後
の
取
り
組
み

は
。

町

長　

黒
澤
止
幾
の

生
家
に
つ
い
て
は
、
歴

史
的
に
価
値
の
あ
る

建
物
。
今
後
保
存
活

用
に
つ
い
て
し
っ
か

り
議
論
を
進
め
た
い
。

城
里
町
の
財
産
と
し

て
素
晴
ら
し
い
も
の

だ
と
考
え
る
。

教
育
長　

町
と
し
て

文
化
史
跡
と
し
て
今

回
指
定
。
そ
の
保
存

活
用
に
つ
い
て
は
、「
専

門
家
」「
関
係
の
方
々
」

を
含
め
組
織
を
立
ち
上

げ
、
ど
う
い
う
ふ
う
に

保
存
し
て
い
く
か
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

南

條　

建
設
か
ら
30

年
が
経
過
。
耐
用
年
数

と
そ
の
状
況
の
見
極
め
。

こ
れ
が
非
常
に
大
事
と

考
え
る
が
。

町

長　

操
業
開
始
か

ら
32
年
が
経
過
。
焼
却

炉
を
初
め
と
す
る
機
器

は
経
年
劣
化
に
よ
る
老

朽
化
が
顕
著
に
現
れ
各

設
備
の
随
時
補
修
を
繰

り
返
し
て
の
操
業
。
老

朽
化
へ
の
抜
本
的
な
対

策
が
急
務
。
ご
み
処
理

の
広
域
化
。
施
設
の
延

命
化
。
施
設
の
更
新
な

ど
長
期
的
・
総
合
的
な

視
点
で
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
の
整
備
に
係
る

基
本
更
新
を
定
め
る
た

め
、「
一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
整
備
検
討
委
員
会
」

を
設
置
す
る
考
え
。

南

條　

そ
の
後
の
進

捗
状
況
、
使
途
不
明
金

の
件
は
ど
う
な
っ
た
。

町

長　

山
桜
経
営
関

係
に
つ
き
、
昨
年
税
理

士
の
調
査
後
、
不
明
金

等
が
認
め
ら
れ
弁
護
士

に
相
談
調
査
確
認
を
し
、

弁
護
士
が
調
査
し
た
結

果
を
山
桜
役
員
会
に
報

告
。
１
５
５
０
万
円
の

損
害
賠
償
を
求
め
る
訴

訟
を
行
う
こ
と
で
取
締

会
で
決
定
。
３
月
１
日

に
弁
護
士
に
よ
り
訴
訟

書
類
の
提
出
を
裁
判
所

に
行
う
。
原
告
：
㈱
物

産
セ
ン
タ
ー
「
山
桜
」、

被
告
：
元
店
長
、
元
監

査
委
員
２
名
。
訴
え
の

内
容
：
現
金
簿
外
流
出

分
、
失
わ
れ
た
分
を
連

帯
し
て
１
５
５
０
万
円

を
支
払
っ
て
下
さ
い
と

い
う
内
容
。

《町長》	道路の改修に努めていく。
南
なんじょう

條　　治
おさむ

　議員

生活道路の整備

黒
澤
止
幾
の
生
家
に
つ
い
て

《
町
長
》

保
存
活
用
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い
く
。

環
境
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

《
町
長
》

来
年
か
ら
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
検
討
し
て
い
く
。

山
桜
の
件
に
つ
い
て

《
町
長
》

被
告
３
名
に
対
し
、
裁
判
の
手
続
き
は
始
ま

っ
て
い
る
。

速やかな補修・改良が
必要な道路

保存活用される城里町指定文化財
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河
原
井　

子
ど
も
議
会

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、

多
く
の
方
が
傍
聴
し
や

す
い
日
程
の
検
討
や
、

あ
る
程
度
大
き
い
場
所

で
の
開
催
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

町

長　

改
善
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
今
後
も

実
施
し
て
い
き
た
い
。

河
原
井　

提
案
と
し
て

農
業
者
の
声

を
届
け
る
農

業
議
会
、
商

工
業
者
の
商

工
議
会
、
長

寿
議
会
等
の

開
催
を
検
討

さ
れ
て
は
。

町

長　

各

層
の
意
見
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の

あ
り
方
に
つ

い
て
よ
く
勉
強
し
た
い
。

様
々
な
審
議
会
、
何
と

か
検
討
委
員
会
と
い
う

の
は
た
く
さ
ん
立
ち
上

が
る
が
、
ど
う
も
そ
れ

が
う
ま
く
政
策
と
し
て

ま
と
め
切
れ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
。
会
議

の
あ
り
方
に
つ
い
て
よ

く
研
究
し
て
み
た
い
。

河
原
井　

行
政
の
組
織

再
編
の
意
義
、
そ
の
方

向
性
と
は
。

町

長　

時
代
の
変
化

に
対
応
で
き
る
組
織
を

作
り
、
住
民
の
要
望
に

沿
っ
た
効
率
的
な
行
政

を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
い
。

河
原
井　
「
ま
ち
づ
く

り
戦
略
課
」
へ
の
住
民

の
声
が
届
く
シ
ス
テ
ム

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

町

長　

目
安
箱
の
設

置
等
こ
れ
ま
で
に
行
っ

て
き
た
方
法
の
他
、
新

し
く
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
カ
フ
ェ
等
の
機
会

を
考
え
て
い
る
。

河
原
井　

東
日
本
大
震

災
の
総
括
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。
Ｄ
ｉ
ｇ
（
デ

ィ
グ
：
災
害
図
上
訓
練
）、

Ｈ
ｕ
ｇ
（
ハ
グ
）
避
難
所

の
運
営
、
訓
練
を
し
て

は
ど
う
か
。

町

長　

総
括
に
つ
い

て
は
作
業
中
で
あ
り
、

体
制
を
強
化
し
て
纏
め

て
い
き
た
い
。
図
上
訓

練
に
つ
い
て
は
、
地
域

防
災
室
（
３
名
の
人
員

を
配
置
）
が
発
足
し
た

折
に
は
指
示
を
出
し
た

い
。

河
原
井　

今
後
５

年
間
の
財
政
面
の

現
状
や
課
題
は
。

組
織
再
編
を
し
た

上
で
の
具
体
的
な

行
動
は
。

町

長　

普
通
交

付
税
額
の
特
例
措

置
終
了
で
、
合
併

10
年
が
経
ち
、
平

成
27
年
度
か
ら
平

成
31
年
度
に
か
け

て
、
こ
れ
か
ら
交

付
税
が
段
階
的
に

縮
減
さ
れ
る
。
効

率
的
、
効
果
的
な

財
政
運
営
を
努
め

た
い
。

河
原
井　

農
業
政

策
の
具
体
的
な
プ

ラ
ン
は
あ
る
か
。

町

長　

ふ
る
さ
と
納

税
を
活
用
し
、
町
の
農

業
を
支
え
た
い
。
加
工

品
の
商
品
開
発
等
も
応

援
し
た
い
。

　

（
例
と
し
て
、
返
礼

品
の
お
米
の
出
荷
が
１

週
間
で
５
ｔ
ぐ
ら
い
）

河
か わ ら い

原井　大
だい す け

介　議員

《町長》	時代の変化に機能的に対応する組織
を再編した。

行政組織再編について

ななかいの里の米「コシヒカリ」

子
ど
も
議
会
に
つ
い
て

《
町
長
》

今
後
も
開
催
し
て
い
き
た
い
。

子ども議会の様子

城里コシヒカリ「コケッコー米」


